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最近各種の鎮痛剤が発売されているが，効果の決定的　　　　　　secondary　butyl　antipyrin

な・嚇・・の・・現状であ・・　　　　（1’pheny’論鵯跳慧ec°nda「y）

　元来鎮痛剤は，モルフイソならびに類似薬物の如く
鎮麟果噸著であるカ・，妙齢の麟をf半うもの　　CH・e　N・〉　CH－　c　．．　c－cH，

・，非麻蘇の意識混濁を脚・…痛を購・した　・H／。晶一、H，

ものがあり，日常臨痛に対して用いるには後者のよう　　　　　　　　　　　　＼／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N
な鎮痛のみを求められるものがよい。しかし，痙痛感　　　　　　　　　　　　　1

覚の成立灘が糠であ・うk…精㈱因子・・騨　　　　（
には少からず関与していること，また鎮痛効果の判　　　　　　　　　　　　XX／

定，痺痛の強弱を客観的にしる適切な方法がないこと

よりみて，鎮痛剤の効果の良否を決定することはむず　　　　　　症　　例　　　　　　　　　　　　1

かしいと思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和35年4月より同年11月までに信州大学医学部第

　薯者らは最近新たにえた鎮痛剤のGKioi・GKioti　　1外科，市立岡谷病院，松本市丸の内病院および平林

（グレラン製薬製）について臨床経験よりえた成績を　　　外科病院で扱った外来および入院患者205例を対象と

若干のべてみたい。　　　　　　　　　　　　　　　　した。これら対象例の内訳は蓑1に示す如くである・

　　　　dKlob　GKIOfiの組成　　　　　　　　　　　　　　　　使用蟄ならびに投与法

成分（1錠中）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　GKllu，　GI〈・iOc；ともに成人1回2剛4錠（B・A・B・

　GK．101・…B・A・B・（1十1）　　　　O・15gm　　　　O．3～0．6gm）を頓用として投与した。

　　　　　　合成ケイ酸アルミニゥム　　　0，05g皿

　GKIOtS・…B．　A．　B．（2＋1）　　　　O・　15gm　　　　　　　使用成績

　　　　　　合成ケイ酸アルミニウム　　0・C5gm　　　　前述の諸種疾患に伴う疹痛に．対する鎮痛効果T効果

B．A，　B．（1＋1）はsecondary　butyl　antipyrin　　発現時1毒冠，効果持続時間ならびに効果の最も顕著とな

　　　　（mp　90°C）1分子とbarbital（mp　190°一　　　る時間を検討した。

　　　　194°C）1分子の分子化禽物であり，　　’　　　（1）鎮痛効果

B，A．　B．（2十1）はB・A・B・（1十1）にさらに　　　　疹痛の程度は，真の疹痛の程度のほかに精神的な因

　　　　1分子のsecondary　butyl　antipyrinを抱　　　子も加わり，判定はむずかしいが・次の方法によつ

　　　　合させたものである。　　　　　　　た。即ち，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　著　　効……1回の服用で鎮痛効果の著明に認め

　　　　構造式　　　　　　　　　　　　　　　　　られたもの。
ba「bita’ F：暮：〉・〈：1二盟〉・・　有効’°”謙驚禦隷更継
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表1．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ができたもの。

　　　　　　　　　　　　　　　やX有効……鎮痛効果はあるが不充分で，さらに

i・・司・K洲計　　．　他の舗融使肌たもの。

症　　　例　　　数 75例 130例
205例　無効…°鎮禰果力竃殆どなかつたもの・

（男子女子）　㈹㈲　　　　GKIOtの繍効果につ・・て

年　令／8－61才1・1－68才1　、GK…を使肌た75伽鎮葡果｝ま表2に肌た

療　　　　　　　疸

癌・骨　　髄　　炎

急性化膿性乳腺炎

急性化膿性筋炎
蜂窩織炎・膿瘍
四肢挫創・切創
骨’折・挫　　傷
火　　　　　　　傷

乳腺腫瘍・鶏眼摘幽後
頭　部　タト　傷　後　夏頁　リ帝

腰　麻　後　頭　痛

月　経　時　痙　痛

感　冒　時　頭　痛

坐骨神経痛
五　　　十　　　肩

習慣性偏頭痛
癌転移による疹痛
背　　　筋　　　痛

そ　　　の　　　他

ユ3例

8

4

3

4

5

3

0

6

3

4

8

0

2

0

5

2

2

3

21例
9

7

0

0

13

7

2

7

4

4

29

ユ3

2

3

0

0

0

9

　　　　如く，著効をおさめたものは75例中13例（17・3％）・
？1例有効・例（1…％）・輔効・・例（33・・％・・計…3

　　　　％であつた。これら鎮痛効果を各疾患別にみると，月11

3　　　経時疹痛に効果のあるものが最も多く・炎症性疾患中

4　　　では癖に対して効果が認められている。その他の疾患

18　　　　ではやエ有効・無効が多かつたo

to

2　　　　　　　GKIo6の鎮痛効果について

13　　　　GKio（sを投与した］50例について鎮痛効果をみると

7　　Pa・3の如く，著効を示したものは130例中37例（28・5

8　　　％），有効36例（27．7％），や」有効37例（28．5％），

37 @計84．7・／。の鋤勒示した．絃翻セ・鱗の綴を

il　み…麟・騨感冒時囎五欄お・び筋
　　　　　肉痛には著効を示したものが多く，効果も優れている3

5　　が1炎症性落搬こは有効ないしやエ有効例が多く・従

2　　　つて著しい効果はないにしても，相当程度の鎮痛効果

2　　　をもつものと思われる。創傷・挫傷・骨折などには効

12　　　果は少い。少数例ではあつたが腰麻後の頭痛には全く

　　　　　効果を示さなかった。

表2．　　　　　GKI〔｝1の鎮痛効果

病　　　　　　　名

癖　　　　　　　　疽

　　　　　癖
急　性イヒ膿　性　孚L　且泉　炎

化膿性筋炎・リンパ腺炎

四　　肢　　創　　傷

骨　　折・挫　　傷
乳腺腫瘍・鶏眼摘出後

腰　麻　後　頭　痛

頭部外傷後頭痛
．坐骨神経痛・筋痛
偏　　　　頭　　　　痛

月　経　時　疹　痛
そ　　　　の　　　　他

計

症例数

13

8

4

7

5

3

6

4

3

4

5

8

5

75

鎮　　痛　　効　　果

著効1有列も副無効
0

3

1

0

0

1

0

0

0

0

2

1

0

　　13
（17・3％）

0

3

1

0

0

0

1

0

0

0

2

1

0

　　　8

（10．7％）

6

2

2

3

2

3

2

0

0

2

1

1

1

　　25
（33．3％）

6

0

0

3

3

0

3

4

1

2

1

2

4

　　29
（38．7％）
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表3．　　　　　　　　GKio“の鎮痛効果

病　　　　　　　名

療　　　　　　　　　疽

癌・骨　　髄　　炎

急性化膿性乳腺炎
四　　肢　　創　　傷

骨　　折・挫　　傷
乳腺腫蕩・鶏眼摘出後

腰　麻　後　頭　痛

頭部外傷後頭痛
五　　　　十　　　　肩

火　　　　　　　　傷

坐　骨　神　経　痛

月　経　時　疹　痛
感　冒　時　頭　痛
そ　　　　の　　　　他

計

癒例数

21

9

7

13

7

7

4

4

3

2

2

29

13

9

130

鎮　　痛　　効　　果

署効困効i輔効i無効
2

3

2

0

0

0

0

2

2

0

0

17

7

2

　　37
（28．5％）

16

3

0

1

1

3

0

0

0

2

0

7

3

0

3

3

5

7

4

3

0

2

1

0

0

2

1

6

　　36　　　　37
（27．7％）　　（28，5％）

0

0

0

5

2

1

4

9
0

0

2

3

2

1

　　20
（15、3％）

．表4．　　　　　　鎮痛効果発現時間

G　1〈i　Oi

GKiOti

投　　　　　　薬　　　　　　後　　　＿＿＿
・・分1・・分［・・分1・・分15・建1・瞳＿L堕［2酬3時

0

9

5　　　　17

30 27

9

17

6

8

3

5

2

3

1

1

1

1

計

，43例

川例

表5．　　　　　　鎮痛効果持続時間

GKiO1

GKlo6

30分

1

4

30～
　60分

7

9

1～1％1％揮2
　　時

3　　　7

2　　17

2～2％

5

6

2％～3

2

16

3N3％

2

7

3％～4

3

］2

↓～4％

0

3

4％～5

1．

3

5，V

3

2

8～

0

2

12”v

0

1

以後
疹痛
なし
12

25

計

46例

109例

　　　　鎮痛効果発現時間について　　　　　　　　　　　1時間半より4時間までの症例が多い。従つて鎮痛効

　GK、Ol，　GKi　OfJを投与したのち，鎮痛効果を自覚　　　果持続時間よりみて・GKlo6の市がより効果的とい

しはtめた時間を追求したが，個人差もあり主観的な　　える。またGKの服用により鎮痛効果が漸次増強して

要素も加わるので証確醗恥r髄検査する・とは　以後全く1鮪を識なかつたものがGKI。・でe＃・ユ2

むずかしい。表4に示すようにGK，01では投与後20　　例l　GKioeでは25例を算えている。鎮痛効果が最も

分より35分が多く，GKioi］では投与後15分～35分に　　　顕著となる時間をみると，　GKioiでは服用後6Q分頃・

鎮痛効果の発現する症例が多い。この点GK、‘｝，t；　　　GK1。I」では服用後30～GO分頃1とくに60分頃に痙痛

GKlo‘1とも，略々同様の効果発現時間を示した。　　　　に対して最も効果的となつた（図1）。

　　　鎮痛効果持続時間について　　　　　　　薬剤効果比較試験（double　b盟ind　test）

表5に示すようにGKlo1では服用後2時間ないし　　　　　　について

2時間半の鎮痛効果を示す痙例が多く，GKieoでは　　　・月経時腰痛ないし下腹痛を訴えた5例，感圏時の頭
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図1．　鎮痛効果の最も顕著な時間　　　　　や鼠有効例が1例認められた。これは鎮痛に精神的因

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子も関与していることを示唆するものといえるが，

　　　　　　　［ma　　　　　　　　　GKloi，GKiOtT　k’よびグレラソの三者の効果はGKiOG
　　　　　　　讐G擾Ll　　　が最も購であり，以下GK、。、｝グ・ラ・の順であ
　　　　　　　　h　　与
　　　　　　　　例　　例　　　　　　　　　　つた。

　　拶み段→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　rva’　　　　　　l

　　Flρ？IO免091°S°610『08P9101『°1黙　　　　　発現と平行して現われている。さらにねむけより睡眠
　　tOft　20　！0　4e　らU　tio　ワ0　80　りU　VtO　l50
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に移行したものは9例中5例であつた。これら催眠作

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用を示した症例は月経時痙痛，流行性感冒および頭痛
痛の5例計10例について・GK，。・・　GI〈…と他の薬　を訴えて（、teものであつた．なお麗例朗経時醐貰

剤の鎮1繭果を比鰍討した・使縢剤はGK・…　1・。対してGK、。，を投乳たものであつて，服職・・

GK…i・グレラソおよび対照として孚L糖のみの錠剤そ　分に心飾にしみるよう撚が勘，悪心なく鰍し

れそれ3錠つつを帽用として与えた。これらの鎮痛効　　　ている。本例は生来神経質な性質で平常でも，食餌の

果厳6に示した如く・蝿として用いた乳織でも　鰍によつては1阯を起すことがあるとの・とであつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て，GKiOtsのための嘔吐か否かは判然しない。　GK，．（b1

表6・　　　　（症例1q例’擦24回）　投与例に1塒謝べき副作用雌くなく，た・’・例に

　　　　　　　　　　　　　副作用について

　　　　　　　　　　　GKiOtおよびGKiOtSともに副作用は少いといえ

霧杉　　　　　　　る。GKエOt］投与の130例中ねむけを催したもの9例と

　　　　　　　　　　嘔吐1例が認められたが　この睡眠作用は鎮痛効果の

匿効臣効陪綱無効　・K・…と購・ね鮒を催・たも・があつ切みで

対照錠（乳糖）

グレラン錠

GKio1　錠
GKiO6　錠

0　　　　0

1　　　　3

2　　　　3

3　　　　3

1

2

1

0

5　　　あつた。

0　　　　次1こ心，血管系に変化のない健康人および入院例に

o　　　GKio1，　GKtoeを投与して豚搏・頚旺圧・呼吸の変化

0　　を追求した。表7，8および図2はGI〈iot，　GKi　oeを

’　　表7．　　　　　　　℃GKI。1投与例の肱簿・呼吸・血圧の変化

症
例

1

2

3

4

5

性・年令

6　22

9　38

6　44

6　32

9　28

検査項目

豚　　搏

呼　　吸

血　　圧

腺　　榑

呼　　吸

血　　圧

腺　　搏

呼　　吸

血L　圧

豚　　搏

呼　　吸

血　　圧

腺　　搏

呼　　吸

血　　圧

投与前

　　68

　　16

121－68

　　82

　　14
148L98

　　62

　　11
110－64

　　74

　　12

128－72

　　86
　　10、

130－88

投’与　壕＿＿＿＿堕＿L．．lg．．．一．－fi．一L翌」」L捌．燧［・・分

　　70

　　15

118－72

　　84

　　12
145－95

　　60

　　12

112－65

　　76

　　12
126－68

　　88

　　12
128－86

　　70

　　16

120－70

　　82

　　14

146－92

　　62

　　12
112－60

　　74

　　12
］28－68

　　84

　　10
128－84

　　68

　　16

122－72

　　84

　　14
ユ46　－94

　　68

　　16

126－72

　　86

　　12

145－94

　　62　　　　　62

　　12　　　　11
110－60　　　11．4－62

　　74

　　10
130－70

　　84

　　10
130－80

　　76

　　10

132－72

　　84

　　10
130－80

　　68

　　16

119－70

　　84

　　14
142－92

　　68

　　16

122－70

　　84

　　14
142－92

　　64　　　　　62

　　12　　　　　12

114－61　　112－62

　　72

　　12
130－68

　　84

　　10
132　一一　84

　　72

　　12
132－68

　　86

　　12
ユ30－82

（GKlo1　3錠投与）
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表8．　　　　　　　　GKI。a投与例の豚’博。呼吸・血圧の変化

症
例

1

2

3

4

5

6

7

8

9

40

性・年令

♀　20

6　32

？　28

6　28

6　56

♀　46

♀　34

3　52

♂　］，8

6　18

検査項目

腺　　搏

呼　　吸

血　　圧

且永　搏

呼　　吸

血　　圧

肋（　搏

呼　　吸

」血，　圧

投与前

　　78

　　16
118－75

　　64

　　14

140－85

　　81

　　17
122－70

且永　　搏．　　　72

呼　　吸　　　　14

血圧122－72
腺　　搏

呼　　吸

血　　圧

月永　　搏

呼　　吸

血　　圧

　　84

　　16
140　一　88．

　　80

　　16
132－82

豚　　搏　　　　84

呼　　吸　　　　16

血圧110－72
豚　　搏

呼　　吸

血　　圧

豚　　搏

呼　　吸

血　　圧

豚　　搏

呼　　吸

血　　圧

＿＿＿＿＿＿＿逡L－＿＿＿＿＿皇　　　．＿　　後　　　＿＿＿＿

・分L」1・パ・・分L旦～塗＿L塑一16・分

　　80

　　16
120－74

　　62

　　14
142－81

　　　80

　　　18

・ユ20－75

　　82

　　16

121－74

　　62　　　　　63

　　12　　　　　12

140－82　　　142－82

　　80　　　　　80

　　16　　　　　16

120－70　　　122－72

　　72

　　ユ4

125－75

　　86

　　14
142－84

　　82

　　16
ユ34－80

　　86

　　16
116－75

　　68　　　　　68

　　16　　　　　14

132－66　　　135－63

　　？6

　　16
126－61．

　　76

　　14
108－71

　　78

　　16
124－一・62

　　74

　　12
105－68

　　72

　　16
122－70

　　86

　　14
142－82

　　83

　　16
130－80

　　82

　　17
122－70

　　74

　　14
124－72

　　86

　　14

143－80

　　84

　　15
130－82

　　86　　　　　84

　　ユ7　　　　　』16

112－72　　　113－74

　　66

　　14

138－68

　　76

　　18

125－62

　　74
　　ユ4

106－68

　　65

　　14
138－67

　　76

　　16
コ25－60

　　74

　　16

106－68

　　81

　　16
118－75

　　62

　　12
142－85

　　82

　　ユ6

122－70

　　72

　　14
ユ28－78

　　84
　　16・

140－82

　　84

　　ユ5

132－80

　　85

　　16
1ユ2－72

　　66

　　14
136－68

　　76

　　16
ユ28－62

　　74

　　14
ユ05－68

　　80

　　16
118－72

　　80

　　16
120－72

　　62　　　　　62

　　14　　　　　14

140－85　　　140－82

　　81

　　16

125－73

　　72

　　24
128－76

　　86

　　16
142－82

　　82

　　15
132－．82

　　86

　　18

113－70

　　66

　　16

135－64

　　76

　　16
124－62

　　76

　　14

107－70

　　82

　　ユ6

124－70

　　72

　　16

124－72

　　86

　　16
144－82

　　84

　　15
132－82

　　86

　　17
114273

　　68

　　16
132－65

　　75

　　16
128－62

　　76

　　14
108－70

（GK106　3錠投与）

投与した際の豚搏。」血圧および呼吸数の変化を示した　　　がなく鎮痛がはかれる点ことに優れている。しかしモ

ものであるが，GKioi，　GKiO｛sともに殆ど影響を与　　　ルフイy．も反面習慣性とか，大量使用時の呼吸抑制，

えない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　腸管麻痺などの副作用があり，また高令者，幼小児で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は呼吸抑制が甚しく出現する場合がある点より注意を

　　　　考　　按　　　　　　　　　　　　　　　　　要する。このためにモルフィソに比較すれば，鎮痛効

　鎮痛剤として従来麻薬系のものと，非麻薬系の薬　　　果は劣るが，比較的副作用の少い非麻薬系鎮痛剤が使

剤があるが，代表的なものとしては，モルフインおよ　　　用され，今日まで各種の薬剤がつくられてきた。これ

びその類似薬物である。モルフインならびに類似薬　　　らの効果も疹痛感覚の成立機構が複雑であり，しかも

物は鎮痛効果は確実であつて，しかも不安感，心配感　　　鎮痛効果を適確に判定する客観的な方法がないまXに
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図2．　G、〈，。ti　it与後の豚髄動　　　えられる・従つて締の醸によつて投与量の蝋を
　　　　　　　　　（10例）　　　　　　　　　　　　はかればよりよい鎮痛効果をえられることは当然と考

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えられる。

鎮痛効果の発現時間は，著者らの成績も藤田らのぞ

が現われ，最も顕著な効果を示すのは60分後頃であ

7°

|　　1濃番離蟹轄篤螺y灘繍彙妻號写貰
6b　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　イブレーターによる短形波刺戟装置を用いて，癒痛閾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　値を測定しているが，GK1‘〕1，　GKtOoともに投与量
SC@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を増すと閾値上昇の程度が高く，かっ，その持続が長

↑　，t　　　　　　　　　くなることを示し・臨床成績と一蜘た値を示してい

灘糠惚尋物る8。、。i，。K一と他の鎮痛剤、。効果を燃る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と，細谷はGK1冊の疹痛閾値はピラビタール・スル
　）o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピリン，アミノヒ’リソ，アスピリソ，アルミ9ウムな

　1。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どに比較して最も高く，藤田らは同様に閾値測定で，

　↑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　GKl　c）1の0．3gmはオピアル0，3cc（50倍）に相当す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ると述べている。著者らの少数の臨床例にっいての鎮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　痛剤の効果比較試験でもGI〈“）1，　GKlo6ともにグレ

　　　　　GK祓翻呼吸伽　　・…優れ騰を示してい・・．
　　　　　　　（GK、。，3鍛与）　　．　　副作用としては・ねむけを織るものヵ1　GK・・tで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はユ例，GKiOcsでは9例あり，さらにそのうち半数

軽々しくは論ぜられない現状である。　　　　　　　　　例に唾眠移行が認められた。これら催眠作用は藤田ら

瞠搬鞭用される鎮襯として｝ま，ビラ・オ・　も述べているように，鎮罰酬鞭用するような場舘

。誘灘とサリチ晒酸鵬体，ビラ・オ・濡麟　は全航らびに局所蕨静姻日寺にはかつており・し
とバルビツ＿ル酸誘導体との合剤，およびフ＝ノチァ　　かも疹痛の緩解もてつだつて・催眠作用が起るとも考

ジ孫薬剤と前述の鋤翻との合斉咋大肌うるカ・，　えら滴ので泌ずしも不搬合簾ともいえない・

それぞれ特質をもち鵬をにわか眼定しがたい．最　Sk・tc心・血管系への影響は殆どない・妙GK…投

近新しくグ．ラン製薬よ姶成され燃痛ffll・GK，ei，　与例に刷・が・例加た・藤田らは悪心喰慾不励

GKIoc，はいずれも1－phenyl－－2．3－dimethyレ4－se一　　どの消化器障害を訴えたものが・少数例あつたと述べ

。。。d。，。　b。、y、－5．py，，z。1。。とbarbit・1との子分　ているヵ・・GK・e・・GK・06ともに総蚤゜・45gmぐら

化合物である。急性騒性はマウス腹膣内注入でGKioi　　いでは，消化器障害は殆どおこらないとしてもよいの

は1230mg／kg，　GKI。clは498mg／kgとされている。　　　ではなかろうかと思う。いずれにせよGKioi・GK：06

さてGKioi，　GKi　o｛，の鎮痛効果をみると，藤田ら　　　ともに大貴に使用しないかぎり，副作用は殆どないと

は樋毎に投樋をかえてその効勲みてし・．るが，　考えてよく・またGK…とGK・・aの副f乍用を臓す

GK1‘，1，　GK】oeともに5～10mg／kg，即ち総最0・3～　　　ればGKloeの方が多いといえる。

0・7gmで鎮痛効果はすぐれているとしている。著者ら　　　　以上より，　GKIl）ls　GKiO6を投与するには成人で

は錠剤として提供されたので，1圓成人iとして2障　　は1回］Omg／kg，即ち3～4錠（1錠中B．　A・B・

4錠（0。3～0．6gm）瀕用として投与した．その繰　0．15gm）く’らいを麺膵として・その輔の綴軸

は藤田らはGKlotでは46例中95．6％に，　GKi【oeでは　　　案して適宜増減すれぽ・副作用も極めて少く・鎮痛効

41例中95．1％に有効であつたとしているが，著者らの　　　果をえられると思われる。

成績ではGKiO’tが，75例中61．3％，　GK1　，〕｛3は130例

中84．797。の繭例戯た．勿論藤田らの成績との差異　　むすび

は投乳た症例数，総の種類ならび？・これに伴う　鞘らは非麻薬系の新しい鋤調GK…，GKiop
疹痛の程度，投与方法の違いなどが蓑われたものと考　　　についてその鎮痛効果を臨床的に検索し次の成績を
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えた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）以上の成績よりGKi　oi・GI《106はともにす

　（1）GKIOi，　GKi　e｛｝を成人に1回蚤2～4錠（B・　　ぐれた非麻薬系鎮痛剤の一つと思われる・

A，B，　O，3～0．6gm）を与えたときの鎮痛効果は，

GKIoiでは75例中61・3％，　GKIot；では130例中84・7　　　稿を終るにあたり，恩師星予教授の御校閲を感謝い

％に有効であったe　　　　　　　　　　　　　　　　たしますとともに，御協力いte　X’いた市立岡谷病院外

晶繋鍛澗翻鵜禦瀦隅およ醐ト科病院セこ麟
訴えたのみで，副作用はGKiOt，　GKIo6ともに極め
て少い。　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　v　参考文献

　（3）GKtoiとGKio6の鎮痛効果を比較すれば，　　①グレラン製薬：GK1　ol，　GKIo6基礎資料．

GKI　oeの方が優れているが，ともに瘍痛の程度に従　　　②藤　田　ほか；麻　　酔・9：966・昭35・

いさらに増量することにより，よりよい鎮痛効果がえ　　㊥岩　　　　月：外科診療，2；683，昭35．

られるものと考えられるe

i


